
プレススプレー

オイル塗布装置



PresSprayのシステム

製品の主な機能のご案内

・オイルとエアを混合しないため、霧を発生させずにオイルを塗布します

・金型の寿命を延ばします

・オイルの無駄な消費を抑えます

・オイルの塗布量を調整可能です

・ワークや設備の洗浄コストを削減します

・プレスやフィーダーの機械と連動して自動的に作動します

・優れた応答性で瞬時にオン／オフ切替が可能です

・リザーブタンク式、ポンプくみ上げ式など、複数の給油方法をお選び頂けます

・多数のノズルオプションにより思い通りのオイル塗布が可能です
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仕組みと構成

エア入口

システムの心臓部であるエジェクタからオイルを十分な力で押し出すことで、エアが混合されていないス

プレー状にしてオイルを塗布します。必要なノズルの数、オイルの粘度、作動方式、給油方式などからオ

プションを決定します。

アクチュエータ

エジェクタにオイルを塗布する信号を送ります。

詳細はP12-13をご参照ください。

マニホールド

すっきりとした設置を可能とし、各ノズル

に向けてオイルを分配します。エジェクタ

に直接取り付けることも離して取り付ける

ことも可能です。詳細はP10をご参照くだ

さい。

エアバルブ

アクチュエータから信号を受け取り、ユニットを起動させる

ためのエアを制御します。

エアフィルタ

レギュレータ

ルブリケータ

（FRL）

空気圧の調整とユニットの潤滑を行います。

ブラケット固定式

エジェクタ、FRL、マニホールドがプレートに取り付けられています。

リザーブタンクまたはポンプでの給油方式をお選び頂けます。

詳細はP6をご参照ください。

リザーブタンク給油式

リザーブタンク一体型のユニットです。

タンクが半透明なのでオイルの残量を

一目で確認することができます。

ノズルとアクチュエータは別途ご注文

となります。

詳細はP7-9をご参照ください。

オイル出口

専用チューブやマニホールドに接続

します。逆止弁が内蔵されています。

エジェクタ

オイルをエアレススプレーとして吐出します。

詳細はP4-5をご参照ください。

ボリュームコントロール

噴射するオイルの量を調節します。

オイル入口

リザーブタンクやポンプから送られるオイルの入口です。

逆止弁が内蔵されています。

ポンプ給油式

離れた場所の任意のタンクからオイルを

吸い上げます。

大型のアプリケーションに適しています。

詳細はP15をご参照ください。

3

ノズルアセンブリ

いくつかの種類からお選び頂けます。

ノズルの位置と向きを任意に調節可能です。

詳細はP11をご参照ください。



機能とメカニズム

・マニホールドから均等にスプレー

・スピードコントロール機能でオイルの跳ね返り

や飛ばし過ぎを防止

・用途に合わせた５種類のエジェクタを選択す

ることで1～20本以上までのノズル数に対応

・幅広い粘度の油に対応

・マニホールドとノズルを追加して拡張可能

オイルを高圧で押し出してエアレススプレーを生み出します。

ラムはステンレス鋼を研削研磨したもので長寿命化が図られて

います。

硬質アルマイト処理を施した厚肉アルミニ

ウムチューブを使用することで軽量であり

ながら耐摩耗性に優れています。

ねじ固定できるブラケットがすべてのユニットに付

いており、これにより平面であればどこにでも取り

付けることが可能です。

ピストンとラムの真後ろにあり、最速で最も効率よ

くPresSprayにエアを送ります。素早く排気を行う

ことで高速サイクルを可能にします。
標準の1/8NPTFポートからマニホールドやノズ

ルに接続します。

ピストン速度を調節することでスプレーさ

れるオイルの勢いを適切に保ちます。粘度

の低いオイルの飛ばし過ぎや跳ね返りを防

ぎます。

硬質アルマイト処理を施したアルミ

ニウムを使用することで高い耐久性

を実現しています。

ピストンとラムのスプリングリターンは超高速

で作動することでエアの消費を抑え、経済的か

つ効率的なパフォーマンスを実現しています。

シールを包み込みオイル

をエアから分離します。

パッキン押えはピストン

の動きに合わせてゆっく

りと動きますので摩耗が

少なくなります。

ポンプ始動時のエア抜き用、

ポンプ内の油抜きに使用しま

す。

オイル吸い込み口の逆止弁

は十分な大きさを備えてお

り、サイクルごとに必要な

量のオイルを供給します。

オイルの吐出量を調節しま

す。つまみを回すだけで簡

単に調節することが可能で

す。

ピストン＆ラムアセンブリ エアシリンダー 取り付け用ブラケット

ユニバルブ

アウトレットポート

スピードコントロール バレル

ばね式ピストン＆ラム パッキン押え ブリードバルブ インレットバルブ ボリュームコントロール
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エジェクタのサイズ
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エジェクタはオイルを吐出させる部品です。少量から多量の吐出量に対応するため、いくつかのサイズがございます。

各サイズ、それぞれに特徴がございますのでお客様の用途に合ったエジェクタをお選び頂けます。

１ストロークの最大吐出量がわずか０．１６ｍｌという極めて少量のオ

イルを塗布するためのユニットです。超微細スプレーや一滴のオイル塗

布のご要望がある場合にはこちらのユニットが最適です。

Ｐ０１００の４倍の供給能力があります。

１つのノズルで使用することを想定していますが、オイルの粘度によっ

ては最大４つのノズルまで同時に使用することが可能です。

複数のノズルを使用することで金型の異なる場所に同時にオイルを塗布

することが可能です。

Ｐ９３２、２ポートマニホールドが付属します。

大規模なジョブに最適です。

低粘度の潤滑剤を使用する場合には最大１５のノズルまで同時に使用可

能です。順送金型のすべてのステーションを１つのポンプで潤滑します。

長い順送金型に使用するときは、エジェクタから約２．４ｍ離れた場所

までノズルを配置できます。

Ｐ９３４、４ポートマニホールドが付属します。

粘度の高いオイルや多量のオイルを必要とする中規模のジョブに適し

たサイズです。金型に投入される前のワークにオイルを塗布すること

ができ、金型の問題のある箇所を潤滑するのに十分な容量があります。

水溶性の潤滑剤を使用する場合には最大１０のノズルまで同時に使用

可能です。また、スプレーの質を変化させずに１ストロークの塗布量

を最少０．４０ｍｌまで減少させることができます。

Ｐ９３４、４ポートマニホールドが付属します。

粘度の高いオイルや多数のノズルを使

用して広範囲の潤滑を可能にする特大

サイズのエジェクタです。自動車生産

工場、家電生産工場、その他の大型プ

レス加工メーカー向けです。大容量か

つ高機能性を備えています。

Ｐ９２４、４ポートマニホールドが付

属します。

上記の表は目安であり、オイルの粘度やその他の条件によって結果が異なる場合があります。

チューブの長さが１．８ｍを超えるとパフォーマンスが変化する可能性があります。

ＬＳＰのエジェクタは粘度の高いオイル

を吐出させるパワーと粘度の低いオイル

をコントロールする制御機能を兼ねそろ

えています。

一部分へのスポット潤滑から大きなパネ

ル全体まで、幅広い用途をカバーします。

複数のノズルを使用する場合、すべての

ノズルから同じ量のオイルが同時に吐出

されます。
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ブラケットモジュール

ブラケットモジュール

ブラケットモジュールはPresSprayエジェクタと小型の単一ブ

ラケット上に組み付けられたフィルタ、レギュレータ、ルブリ

ケータ（FRL）などの部品で構成されています。モジュールに

は２ポートもしくは４ポートのマニホールドが付属しています。

（MicroSprayにはマニホールドは付属しません）

マニホールドを下流に取り付けることで見栄え良く簡潔な設置

が可能となります。ブラケットモジュールを使用することで取

り付け作業を短時間で効率的に行うことができ、お客様はスプ

レーノズル、リザーブタンク、ポンプ、アクチュエータの取り

回しを決めるのみです。
すべてのPresSprayエジェクタはブラケットモ

ジュールとして利用することができます。

ブラケットモジュールはリザーブタンク、パ

ワーポンプ、ダイアフラムポンプのすべての種

類からオイルを供給することが可能です。

Ｐ７３００ブラケットモジュールを使用したドラム缶からのオイルの供給

大規模な工程や長時間の稼働を行う場合は、ドラム缶などの大型容器から直接オイルを供給する方法が便利です。

MicroSprayブラケットモジュール

MicroSprayは単体ノズルで小型のプレスを潤滑

するものです。ユニットはコントローラを使用

して起動させます。このアプリケーションは極

めて少量のオイルを塗布するため、コントロー

ラからは３サイクルごとに信号が送られる設定

になっています。

ポンプによるオイルのくみ上げ

ポンプはあらゆるサイズの容器に使用するこ

とができます。ポンプとPresSprayをホース

でつなぎ、ポンプにエアを供給します。ポン

プのエア抜きが完了するとオイルのくみ上げ

を行うことができます。PresSprayの運転で

吐出された分のオイルを自動的にくみ上げて

補充します。

ブラケットモジュール（P7010を除く）にはマニホールド、継手、1.8ｍのチューブが付属します。
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リザーバーモジュール

リザーバーモジュールはリザーブタンクにブラケットモジュールを取り付けて構成されています。

リザーバーモジュールは自立式、プレスへのボルト固定式のどちらの使い方も可能で、ポリエチレン素材を使用しており過酷な環境にも対応します。

リザーブタンクの容量は５．７Ｌ、９．５Ｌ、１９L、３８Ｌからお選び頂けます。

リザーバーモジュールの種類を選定したら、次にアクチュエータとノズルの種類を選定します。マニホールドをエジェクタに直接取り付けるか、下流

に取り付けるかを決めます。専用カート（PortaCart）を使用することで、必要なときに必要な場所にコンパクトかつ簡単に移動させることができま

す。リザーブタンク一体型のモジュールなので、箱から取り出してすぐにご使用頂けます。

リザーバーモジュールにはリザーブタンク、エジェクタ、

４ポートマニホールド、フィルタ、レギュレータ、ルブリケータ（FRL）が

付属します。

ブラケットモジュール（P7010を除く）には１５ｃｍチューブとマニホールドが含ま

れています。

Ｐ７５１０リザーバーモジュール

写真は３８ＬリザーブタンクとＰ１７５０ MacroSpray の

セットで、大規模な工程向けの大容量PresSprayです。４

ポートマニホールド、FRLが付属しておりマニホールドは

PresSprayユニットもしくはノズルの近くに取り付けること

ができます。

Ｐ７５０５リザーバーモジュール

右の図は複数のノズルを使用した例です。

マニホールドを離れた位置に設置することにより、オ

ペレータの視界を遮ることなく、作業の邪魔にもなり

ません。

２本のチュープで６つのノズルにオイルを供給してお

り、コンパクトかつ高効率です。
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クイックチェンジシステムにより必要なときにすぐリザーブタンクを交換することができます。

オペレーションの切り替えなどで異なる油種を使用する必要がある場合、１つのリザーブタンクを洗って使うよりも、予め用意しておいたもう１つのリ

ザーブタンクと交換する方法をお勧めします。また、リザーブタンクの交換は簡単で時間がかからないため、オイルの補充によるダウンタイムを削減し

たい場合にも予備のリザーブタンクを備えておくことをお勧めします。

クイックチェンジシステム

PresSprayはクイックジョイント（メス）が付

いている金属フレームに取り付けられており、

自動的にリザーブタンクからオイルが供給され

ます。ロックピンによりリザーブタンクとフ

レームが固定されます。

リザーブタンクにはブラケットが付いておりフ

ロアに置くこともできます。

ジョイント部分をフレーム側のジョイント部分

に合わせて上から降ろすだけで簡単に取り付け

ることができます。

リザーブタンクとフレームが結合されている状

態であればバルブ開閉などの操作を行うことな

く、すぐに製品をご利用頂けます。
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取り付け用ブラケット

予備のリザーブタンクを垂直面に取り付けるため

のブラケットで壊れにくい設計になっています。

リザーブタンク

長方形で透明なため一目で残量の確認ができま

す。耐久性耐薬品性に優れたポリエチレンプラ

スチック製です。

ブラケット

一次的にフロアに仮置きする場合など、ジョイ

ント部品の損傷を防ぎます。

エジェクタ

工場でフレームに取り付けられてきます。

クイックジョイント（メス）

PresSprayユニットのオイル入口に取り付けら

れます。

ロックピン

リザーブタンクをクイックジョイント（メス）

に合わせて上から降ろすことでリザーブタンク

をフレームに固定できます。固定されたリザー

ブタンクを回転させるとフレームから取り外す

ことができます。

円形の蓋

直径約１０ｃｍの円形の蓋。簡単に給油や掃除をす

ることができます。フィルターが付いており給油時

にゴミの流入を防ぎます。

ハンドル

リザーブタンクの片側にへこみがあることでタンク

の交換時などにオペレータが持ちやすい形状になっ

ています。

クイックジョイント（オス）

リザーブタンクがフレームから取り外されたときに

油が漏れないようにシールします。本体に接続した

際にバルブが開放されます。

フィルター、レギュレータ、

ルブリケータ（FRL）

フレームに取り付けられています。

メタルフレーム

壁やフロアに設置されたベースに取り付けるための

耳が付いています。

クイックチェンジシステムにより、油種を頻繁に切り替える際の清掃作業が不要になります。

必要なときにすぐにリザーブタンクを交換できる設計になっています。

３８Ｌリザーブタンクは満タン時の重量が約３６ｋ

ｇになります。そのため、タンクの半分程度まで給

油した状態でフレームに据え付けてから残りの半分

を給油する方法を推奨します。また、専用カート

（PortaCart）のご利用を推奨します。

P8102 ９.５Ｌリザーブタンク

P8105 １９Ｌリザーブタンク

P8110 ３８Ｌリザーブタンク



クイックチェンジシステムのモジュール

上の図はクイックチェンジシステムに対応するPresSprayユニットの例です。下の表はリザーブタンクの大きさに対応するPresSprayユニットの種類を

表しています。リザーブタンクには金属製のブラケットが取り付けられており、クイックジョイント機能を保護しています。リザーブタンクと

PresSprayユニットを接続する継手が付いており、リザーブタンクにオス型、ユニット側にメス型の継手がそれぞれ取り付けられています。オイルをろ

過するためのフィルターが付属します。ノズルの選定はP10 - 11、アクチュエータの選定はP12をご参照ください。

リザーブタンクの容量、エジェクタ、アクチュエータ、ノズルの種類をお選び頂くだけでクイックチェンジシステムの

モジュールをご利用頂くことができます。

P1250 + 9.5 L リザーバー P1350 + 19 L リザーバー P1750 + 38 L リザーバー

クイックチェンジリザーブタンク

右の図は１９Ｌリザーブタンクとエジェクタのモジュールを専用

カート（PortaCart）に乗せたものです。

機器が作業し易い高さに保たれており、かつ移動も簡単です。

P8310

9

P931

P8305
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ノズルシステム

オイルの塗布範囲を最大限に保ちながらすっきりとした取り回しを実現するため、エジェクタにはノズルの取り付けや

配置の方法に様々なオプションをご用意しております。ノズルを設置する場所に応じてマニホールドをエジェクタに直

接取り付けるのか、あるいはプレスの近くに取り付けるのかを決めます。

エジェクタに直接マニホールドを

取り付ける

２ポート、４ポート、もしくはさらに大きな拡張マニ

ホールドをエジェクタに直接取り付けて、そこから塗

布エリアに向けてノズルを設置します。

マニホールドをエジェクタから離して

取り付ける

２ポート、４ポート、専用拡張マニホールドをエ

ジェクタから離して取り付ける方法です。

複数のマニホールドをエジェクタから離して取

り付ける

複数のマニホールドを直列に配置してノズルの数を増

やします。

金型内にノズルを取り付ける

金型内にノズルを設置することでオイル塗布の正確性向

上と設定時間の短縮が可能になります。

マニホールドを拡張する

エジェクタから離れた場所に４つのノズルを

取り付けています。ノズルをラム、プレス、

下型に直接取り付ける場合は見栄えの良い仕

上がりになります。

マニホールドの支持

エジェクタから離して取り付けるマニホールド

の取り回し性を向上させるためのマグネットで

す。金属面であれば任意の位置に設置可能です。
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P919

クイックジョイント（オス）

P918

クイックジョイント（メス）

金型内アプリケーション
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ノズルの種類

多様なノズルとアクセサリの中からお客様の用途に合った製品をお選び頂けます。

P927 拡張ノズル

ベース付きノズルブラケット、ポ

スト、エクステンション、２つの

スイベルによって長いリーチと調

節性を得られます。ベースブラ

ケットによりマグネット面にも取

り付け可能です。

P925 ノズルブラケットホルダー

約１５ｃｍのロッド上での上下移動および

３６０°回転によりノズルを最適なポジ

ションに調節可能です。

P940 1/4" 高圧用チューブ

P943 3/16" 高圧用チューブ

専用の非金属製チューブです。

代替品を使用するとスプレーパターンや

オイルの吹き付けが悪くなる可能性があ

りますのでご注意ください。

P905 マグネットベース

P925スイベルベースに接続可能です。簡単に設置取り付けや

ノズルの調節が行えるようになります。

マグネット付きマグナチューブ

強力な磁石に取り付けられたフレックスチューブです。

プレスのメンテナンス時などは簡単に取り外すことができます。

スタッド付きフレックスチューブ

取り付けブラケット付きのフレキシブルチューブに取り付けられたノズルです。

取り付けブラケットは1/8NPTMで金型エリアに取り付けることができます。

1/8 NPTMのスタッドレスフレックスチューブ

片側に1/8 NPTM付きでフレキシブルチューブに取り付けられたノズルです。

圧縮継手付きベーシックノズル

LSP高圧チューブに取り付けるための圧縮継手です。短

い寸法なので狭い場所でも取り付け可能です。P925ノ

ズルブラケットホルダーを併用するとスプレー位置の調

節をさらに素早く行うことができます。

1/8" NPTネジ切り付きベーシックノズル

P926ノズル拡張に接続することも拡張バルブに直接接

続することも可能です。

インダイノズル（1/8 NPTM）

金型に一体化させて恒久的な取り付けになります。セッ

トアップ時間が短縮されるため生産効率が高まります。

LSPクイックディスコネクトを使用することでオイルを

供給するチューブを金型から取り外すことができ、金型

をプレスから取り外すことができます。
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アクチュエータ

PresSprayのサイクルには３種類のアクチュエータをご利用頂けます。１つめは、プレスの動作部品がウィスカーを動

かすことで作動する機械式のアクチュエータです。２つめは、リミットスイッチから信号を受けてPresSprayを起動さ

せるソレノイドバルブです。３つめは、プレスのサイクルに関係なく、予め設定されたサイクルで動作する電子タイ

マー式です。

ジョブに合ったアクチュエータをお選び頂けます

各エジェクタには次の４つのアクチュエータのい

ずれかで作動するエアバルブが付属しています。

電子コントローラは、プログラムすることでプレ

スの異なるサイクルで複数の動作を行うことを可

能にします。

機械式アクチュエータは、エジェクタから１.５

mの距離で操作することができ、磁石につけるこ

とができます。

電子タイマーは、プレスの繰り返しサイクルにお

いて独立した動作を行うことができます。

ソレノイドバルブは、電気信号を受けて作動しま

す。

P901 機械式アクチュエータ

エアで作動するので電力を必

要としません。エジェクタか

ら１.５m離し、プレスの動作

部分に近づけてください。可

動部がプレスのサイクルごと

に動力を伝達してアクチュ

エータがPresSprayを作動さ

せます。

P3056 電子タイマー

エジェクタの動作をプレスの

サイクルから切り離して自由

なタイミングで作動させます。

電子タイマーはロールフォー

マーやスリッティングのよう

な継続的な流れのジョブに適

しています。SPMは1-120の間

で設定可能です。

P230 24V ソレノイドバルブ

P912 110V ソレノイドバルブ

ソレノイドバルブはコント

ローラから電気信号を受信し

て作動します。電気スイッチ

に接続されたソレノイドが通

電することでPresSprayが作動

します。エジェクタの背面に

あるユニバルブに直接取り付

けるか、もしくは最大１.２m

まで離れた場所まで取り付け

ることができます。

ソレノイドバルブ電子タイマーとバルブ機械式アクチュエータ

タイマーを使用したスプレーシーケンス

タイマーアプリケーション

高速サイクルでのプログレの場合、１サイクルごとに塗布するオイルは非常に少量になります。そのよう

な場合には、機械式アクチュエータの代わりに電子タイマー式アクチュエータをご利用頂けます。プレス

へのワーク投入と一致するタイミングでワークの長さに対応するにはより多量のオイルの塗布が必要です。

この用途ではエアとオイルの両

方の消費を抑えながら高いクオ

リティのオイル塗布が可能です。

少ない頻度で多くの量を吐出す

る方が効率がよくなり、制御も

容易になります。

スプレーノズルは適切な範囲に

合わせて簡単に調節できます。
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電子コントローラ

PresSpray用の専用コントローラです。近接センサーがプレスのサイクルを検知してコントローラに信号を送ります。

コントローラは受信した信号に従ってPresSprayにオイル塗布の指示を送ります。

タッチスクリーン式コンピュータ、ソレノイドバルブ、近接センサー、

取付用ブラケットで構成されています。

機能

タッチスクリーン：プログラムのパラメータを視覚的に設定します。

ロックアウト：管理者のみが設定を変更できるように保護します。

タイムディレイ：PresSprayが信号を受信してから起動するまでの時

間を設定します。

パルセータ：プレスの１サイクルごとにPresSprayを複数回作動させます。

カウンター：プレスサイクルの１～９９の任意の回数ごとにPresSpray

を起動します。

メモリ：ジョブごとの設定を保存することができます。メモリ機能で番

号を呼び出すとすぐに起動します。最大９９のジョブを保存で

きます。

PresSprayを作動させる信号を繰り返し送信します。

この信号は１～９９時間または１分あたり３００回の頻度で調節可能で

す。

タイマーはプレスの各サイクルに紐づけされているわけではなく、プレ

ス自体のON/OFFサイクルに紐づけされています。

オープンエンドコードが付属しており、センサーの代わりに使用されま

す。

プレスが稼働している間に起動される外部スイッチにこのコードを接続

します。

スイッチがONモードではタイマーアクチュエータはON、スイッチが

OFFモードではタイマーアクチュエータには通電されません。

過去のジョブを保存できるメモリが備わっています。

高速プレス、ロールフォーマーなどに適しています。

E3300
入力口数：１ 出力口数：１

E3302
入力口数：１ 出力口数：２

E3315
タイマー

入力口数：１ 出力口数：１
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アクセサリ

P931 専用台車（Portacart)

PresSprayを移動させるための専用台車で

す。上の図にはリザーバーモジュールの他

にクイックチェンジモジュール用の予備の

リザーブタンクが乗せられています。

磁力式残量検知とケーブル

P9034 5.7L / 9.5L リザーブタンク用

P9035 19L リザーブタンク用

P9036 38L リザーブタンク用

電子コントローラに直接接続します。

残量検知（光でお知らせ機能付き）

P9030 5.7L / 9.5L リザーブタンク用

P9031 19L リザーブタンク用

P9032 38L リザーブタンク用

残量が少なくなると点灯します。

専用チューブ

P940 1/4"高圧用チューブ（フレキシブル）

P943 3/16"高圧用チューブ（フレキシブル）

P948 1/4"銅製チューブ

P949 3/16"銅製チューブ

P950 3/8"高圧用チューブ（フレキシブル）

拡張バルブ

拡張バルブとタイロッドを連結することでコンパクトな

マニホールドを形成します。マニホールドを形成するた

めのバルブの数に制限はありません。

４ポートマニホールドの代わりに使用できます。

独自マニホールドの作成をご検討の場合には大石機械株

式会社までお問い合わせください。

マニホールドカバープレート

P9012 : P1000 MicroSpray用

P9013 : P2000 MiniSpray用

クイックディスコネクト

エジェクタに接続するノズル。

ノズルとダイスの切り離しを可能にしま

す。ノズルが挿入された新しい金型はク

イックディスコネクトで取り付けること

ができます。

V911

ユニオン 1/8 NPTM X 1/8 NPTM

多様なコンポーネントの着脱を簡単に行

うことができるようになります。
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リザーブタンクとポンプ

P312-D ５.７L リザーブタンク

P315-D １９L リザーブタンク

PresSpray Plus用重力落下式リザーブタ

ンク。垂直 / 水平面に取り付け可能です。

P7110 ３８L リザーブタンク

重量がありますのでPresSprayエジェクタ

の上の水平面に取り付けてください。

P7310 ダイアフラムポンプ

１つのポンプで複数のPresSprayユニット

にオイルを供給できる能力があります。約

９０ｃｍの引き込み用のチューブとフィル

ターが付属しています。

P7105 １９L リザーブタンク

PresSpray Plus用重力落下式リザーブタ

ンク。垂直 / 水平面に取り付け可能です。

P7102 ９.５L リザーブタンク

PresSpray Plus用重力落下式リザーブタ

ンク。垂直 / 水平面に取り付け可能です。

P515 パワーポンプ

粘性のあるオイル用の加圧型エア式ピス

トンポンプ。

●PresSprayユニットには様々な方法オ

イルを供給することができます。

●PresSprayから離れた場所からオイル

を供給する場合、重力落下式リザーブタ

ンクからオイルを供給するときには

PresSprayエジェクタより高い位置から

オイルを供給する必要があります。

●エジェクタを作業領域の近くに取り付

けることができるため、ノズルへの配管

が減り、きれいな取り回しで設置するこ

とができます。

●重力落下式リザーブタンクは

PresSprayエジェクタの大きさに応じた

６種類があります。タンクは白色半透明

で液面を一目で確認することができます。

●システムに接続するためのフィルター

とチューブが含まれています。

●ブラケットが取り付けられているため

リザーブタンク底面のジョイント部分が

保護されます。

●P7310 ダイアフラムポンプによるオイ

ルの供給を行う場合、距離が離れていて

も問題ありません。ポンプ１台で複数の

PresSprayに対応します。

●上記以外にも様々な方法でのオイルの

供給が可能ですので、カタログをご参照

ください。

P7100 ２Ｌリザーブタンク

P0100 / P1000用タンク。

P7306 ３.８Ｌ圧力ポット

加圧式リザーブタンク。エア

取込口にレギュレータ、オイ

ル出口にソレノイドバルブが

装着されており、210kpaで作

動する安全バルブ付き。
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